
四
日
市
高
開
け
「希
望
の
門
」

閉
塞
感
に
覆
わ
れ
る
社
会
だ
が
、
希
望
を
胸
に
、
活
気
あ
る
リ

ー
ダ
ー
に
育

っ
て
ほ
し
い
―
―
”
創
立
１
１
２
年
の
伝
統
校
、
県

立
四
日
市
高
校

（
四
目
市
市
）
が
、
生
徒
の
成
長
を
願
い
、
埋
も

れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
た
応
援
歌
を
復
活
さ
せ
た
。

復
活
し
た
応
援
歌
は

「希
望
の
　
く
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
古
関
裕
而

門
」
。
同
校
出
身
の
小
説
家
、
丹

　

（
１
９
０
９
～
８９
）
だ
ｏ

羽
文
雄

（
１
９
０
４
～
２
０
０

　

　

「あ
あ
　
勝
利
の
星
は
／
わ
れ

欄
ド
ロ
動
棉
μ
顎
智
岬
悧
蹴
お
い
　
試
騨
に
膨
「
が
梁
』
敲
噺
い
し
”

空
」
や
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
　
う
。

会
の
大
会
歌

「
栄
冠
は
君
に
輝
　
　
生
徒
手
帳
に
も
載

っ
て
い
る
。

昨夏の高校野球の四日市高応

援席=四 日市市の霞ケ浦球場

高校野球4強入り契機
だ
が
、
週
５
日
制
で
学
校
行
事
が

短
縮
さ
れ
た
影
響
も
あ
る
の
か
、

２０
年
以
上
、
歌
わ
れ
て
こ
な
か

っ

た
と
い
う
。

復
活
の
き

っ
か
け
は
、
硬
式
野

球
部
が
昨
夏
、
４４
年
ぶ
り
に
二
重

大
会
で
準
決
勝
に
進
出
し
た
こ
と

だ

っ
た
。

課
外
授
業
の
さ
な
か
だ

っ
た

が
、
生
徒
側
か
ら

「応
援
に
行
き

た
い
」
と
声
が
上
が
り
、
授
業
時

間
を
短
く
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
が
応
援
に
参
加
。
校
歌
を
歌

っ
て
団
結
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
生
徒
も
応
援
に

支
え
ら
れ
、
粘
り
強
か

っ
た
。
明

る
く
、
楽
し
そ
う
に
応
援
す
る
生

徒
た
ち
の
姿
に
、
水
谷
明
弘
校
長

（
５８
）
は
ヽ
代
表
と
し
て
戦
う
者
に

共
感
す
る
様
子
を
見
て
取

っ
た
。

「社
会
に
出
て
か
ら
も
、
こ
う
し

た
活
力
が
必
要
に
な
る
。
校
歌
の

ほ
か
に
、
応
援
歌
も
ほ
し
い
」
と

応
援
歌
「希
望
の
門
」
を
録
音
し
た
試

作
Ｃ
Ｄ
を
手
に
す
る
水
谷
明
弘
校
長

意
を
強
く
し
た
と
い
う
。

同
校
に
は
、
主
な
応
援
歌
が
二

つ
あ
る
。　
一
つ
は
、
ス
ク
ー
ル
カ

ラ
ー
が
緑
色
に
な

っ
た
由
来
と
さ

れ
る

「
文
に
さ
と
き
は
」
。
た

だ
、

「文
に
さ
と
き
は
武
に
強
し

／
北
勢
四
高
の
健
男
児
／
緑
の
旗

を
ひ
る
が
え
し
／
天
下
の
覇
権
を

と
ら
ん
か
な
」
と
い
う
歌
詞
は

「男
子
限
定
」

（
水
谷
校
長
）
の

よ
う
だ

っ
た
。

も
う

一
つ
の

「
希
望

の
門
」

は
、
鈴
鹿
市
出
身
の
歌
人
、
佐
佐

木
信
綱

（
１
８
７
２
ヽ
１
９
６

３
）
作
詞
の
校
歌
に
は
な
い
学
校

名
の
「
四
日
市
」
も
盛
り
込
ま
れ
、

男
女
と
も
に
歌
え
る
内
容
だ
。

昨
年
８
月
、
吹
奏
楽
部
と
音
楽

部
の
生
徒
が
「希
望
の
門
」
を
演
奏

・
合
唱
し
、
校
歌
と
と
も
に
Ｃ
Ｄ

に
録
音
。
１２
月
下
旬
に
は
１
千
人

を
超
え
る
全
校
生
徒
の
前
で
披
露

さ
れ
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

を
控
え
た
３
年
生
を
激
励
し
た
。

水
谷
校
長
は

「将
来
に
希
望
が

持
て
ず
不
安
な
時
代
だ
が
、
前
向

き
に
取
り
組
む
主
体
性
を
持
ち
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
育

っ

て
ほ
し
い
。
応
援
歌
が

一
助
に
な

れ
ば
」
と
期
待
し
て
い
る
。

（嶋
田
圭

一
郎
）


